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令和 8年度 第 3回安全衛生委員会の開催結果について（お知らせ） 

 

記 

 

１．開催日時 令和 8年 6月 10日(水)15時 00分より 

２．協議内容 

（１）委員長より「労災事故なし」と報告した。 

    

（２）産業医より今月のテーマ「いまさら聞けない熱中症対策」についての説明を受 

けた。 

    ・熱中症とは 

体内の塩分(ﾅﾄﾘｳﾑなど)のバランスが崩れたり、体温調節機能が破綻した状 

態 

・熱中症対策 

熱中症になった場合は、重症化による後遺症や最悪死に至る場合がある 

熱中症予防や対策は、企業側から休憩所や身体を冷やすことの出来るもの

が支給されることもあるが自分自身での対策も必要。 

   バランスの良い食生活 

栄養不足になると身体に備わっている体温調節機能がうまく働かなくなる。

熱中症予防のために特に重要となる栄養素はマグネシウム、カリウム、クエ

ン酸、ビタミンＢ１。 

高血圧のかたは塩分制限が夏でも必要なため、水分補給は水・お茶を基本

にして 1日 1.2ℓを目安にしてこまめな水分補給を心がける。 

スポーツドリンクは高血糖および糖尿病の方にはおすすめできない。多量

の糖質が入っているため血糖コントロール不良に陥るリスクがある為。 

高血圧や糖尿病の方でもﾅﾄﾘｳﾑの補給は必要なので、医師と相談し経口補水

液での補給も行うこともある。 

熱中症になってしまったときは涼しい場所へ移動し水分補給や身体を冷却

する。手のひらへ冷えたペットボトルを乗せても効果がある。症状が重い場

合は迷わず救急車を呼ぶ。 

 

 

３．次回開催日について 

    次回の開催は、７月９日（木）１５時～  Web開催  
    以上 



 
 

 

 



 
 

 

 



 
 

 

 



 
 

 

 



 
 

 

 



 
 

 

 



 

 
 

 



 
 

 

 



 
 

 

 



 
 

 

 



 
 

 

 



 
 

 

 



 


